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ゼミナ ノレにおい Cも先生は常日頃から「来るものは拒まず， 去るものは追わずJと
いう考えで，決して我々学生を拘束されるととな<.各自の自主的判断忙主かせられ主し
た。だからといって決して我々を放任しておかれたのではなし我々学生には目に見え
ない所でいろいろと気を使われ，相談ごとにも親身になってアドパイス壱下ざいました。
ある時，先生は次の様なことを言われました。「私は常に minorityの道をき辞んできま
した」と。それは先生が多数意見に盲目的に迎合されず。深い学識をもとにして自分の
思想 信念壱貫き遇された態度を表しておりましょ号。いわば先生は孤高の人であられ，
本当の意味での自由人であられたように思いますe また先生はこの日本という閣に限り
なく裸い愛着を感じておられたが故に， 現実の日本に対して多くのきびしい批判を浴び
せられましたが，実はそれらを通して何か一つの大きな理想を追求しておられたのでは
主かったかと想像され主す。 ぞれが，はしな〈も業なかぱ忙して逝かれたととは，先生
にとってこの上な〈御心残りなことだったでしょう。
先生は昨年の10月から学生部委員として日夜多忙をきわめられ，幾度とな〈徹夜でそ
の任務にあたられていた御苦労は並大抵なことではなかったと思います。 ついこの間も
「学生部委員で大変ですねJとおいたわり Lましたところ「し、や，ぞれ程のことはあり
ませんよJといって笑っておられましたが，大学構内で乱闘騒ぎが起きたときも事務室
から真先きに飛び出されて忙がし〈構内を立ち廻られているお姿をみ℃いるとつい「ど
うか先生，お身体壱大切にして下さし、」といわざるを得ないほどでした。
先生が研究者としての職務を果古れたことはもらろんのこと， 教育者としても立派に
職務を果され重した.先生が御急逝されて早くも 10日余り経ちましたが，その問，研究
室。整理が進むにつれて先生のもっておられた広汎な知識・非凡なる才能・スケールの
大きさに今更なVずら驚嘆しますとともに，先生の御急逝が今の日本にとって測り知れな
い大きな損失であることが身にしみて感じられ. I暗然とせずにはおられませんロ先生の
御生涯は大〈短いものではありましたが， 内容的には本当k充実した人生を送られたの
ではなかったでし土うか。
先生のご冥福壱心からお祈り申しヒげます。
昭和44年7月18日
